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保育者の考える「読解力」に関する研究
―読み聞かせにおける絵本の選択理由から―

松井剛太・佐藤智恵・上村眞生
（2007年10月４日受理）

 The Research of Early Childhood Educator’s Reading Literacy
― Choice of picture-book to read a child―

Gota Matsui, Chie Sato and Masao Uemura

Abstract. The purpose of this study was to identify the reading literacy which early 
childhood educators think about.　The reason of the picture-book choice of the 30 early 
childhood educators was analyzed.　It had the picture-book which was suitable for two 
questions chosen from 5 picture-books.　The first question was that “which is the picture-
book you would like to read to a 5-years-old child.　And the second question was that 
“which is the picture-book you would like to read to a 5-years-old child when you think the 
child acquire a reading literacy.　The result, almost not early childhood educator choice 
the same picture-book in two questions and it wasn’t seen similar reason in the choice of 
the picture book.　In conclusion, first is that early childhood educators never almost 
conscious of the reading literacy when they read picture-book to the child.　Second, it is 
clear that it was divided into 3 patterns related to input the information with reading 
literacy which early childhood educators thought.　It suggests that we have to think the 
element about output with reading literacy in early childhood education for the connection 
to elementary school.
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Ⅰ．目　的

　2003年７月に OECD（経済協力開発機構）が実施
した PISA 調査（生徒の学習到達度調査）の結果が
2004年12月 に 公 表 さ れ た（ 国 立 教 育 政 策 研 究 所，
2004）。その結果，日本の児童生徒は「読解力」の得
点で OECD の平均程度まで低下していることが明ら
かとなった。PISA 調査における読解力は，「自らの
目標を達成し，自らの知識と可能性を発達させ，効果
的に社会に参加するために，書かれたテキストを理解
し，利用し，熟考する能力」と定義されている。
　この PISA 調査の結果を踏まえ，文部科学省は2005
年12月に「読解力向上プログラム」をとりまとめた。

ここでは，生徒の読解力の向上のために各学校で求め
られる改善の具体的な方向として，次の３つの重点目
標を挙げている。第一に，テキストを理解・評価しな
がら「読む力」を高める取り組みの充実，第二に，テ
キストに基づいて自分の考えを「書く力」を高める取
り組みの充実，第三に，様々な文章や資料を読む機会
や，自分の意見を述べたり書いたりする機会の充実で
ある。学齢期の各学校では，教科国語のみならず，各
教科及び総合的な学習の時間等の学校の教育活動全体
を通じ，「考える力」を中核として，「読む力」「書く力」
を総合的に高めるべく，授業の改善に取り組んでい
る。ここで目指される読解力は，「読み」を単なる情
報の読み取りととらえるのではなく，「書き」も含め



松井剛太・佐藤智恵・上村眞生

― 326 ―

た表現する力も関連させてとらえる点で従来のものと
大きく異なっている（市毛，2006）。
　ところで，ここで規定されている学齢児の読解力に
は，幼児期における読み聞かせの経験と読み手である
大人の意図が関係している（森谷，2002）。先の PISA
調査で読解力が１位であったフィンランドにおいて
も，幼児期の終わり頃には，絵本の読み聞かせにおい
て子どもに話の続きを考えさせたり，結末を反対にし
て別の筋立てを考えさせたりするなど大人が様々な意
図を持って読み聞かせを行う。そして，それがモノや
コトについての理由を考えたり，相手を説得するよう
なことば遣いに慣れたりすることにつながっていると
言われている（内田，2006）。
　保育所や幼稚園では，保育者が日常的に絵本を保育
に取り入れており幅広く使用している。しかし，保育
者が絵本の読み聞かせに明確な意図を持っていること
は少ない。和田（1995）は，絵本の読み聞かせにおい
て，「保育者の選択の意図が明確であった絵本」は，
42.3％であり，半数以上の保育者は無意図的に絵本の
読み聞かせを行っていることを示している。また，意
図が明確であったものについても，季節や天候に関連
するもの（54.5％），水遊びや描画と関連するもの

（27.3％），睡眠やきょうだいなど生活と関連するもの
（18.2％）とあるように，子どもの読解力に関連する
項目は見られなかった。保育所保育指針や幼稚園教育
要領を見ても，絵本の使用は子どもがイメージをふく
らませたり，想像を楽しんだりするための教材として
位置づけられているため，保育者が絵本の読み聞かせ
において子どもの読解力を意識することはほとんどな
いと考えられる。このような状況において，小学校以
降の取り組みに幼児期の経験をつなげていく上で，保
育者が読解力をどのようにとらえているか調査するこ
とには意義があると考えられる。
　そこで，本研究では，保育者が子どもに読み聞かせ
をする際に選択した絵本，ならびに選択理由について
調査する。そして，読み聞かせをしたい絵本を選択す
る場合と子どもの読解力をつけることを意識して絵本
を選択する場合の選択理由を比較し，保育者が考える
読解力を明らかにすることを目的とする。

Ⅱ．方　法

１．対　象
　調査の対象者はＨ県の保育所に勤務する保育者30名

（全員女性；平均年齢33.2歳；平均保育経験年数9.97
年）である。調査は調査者と保育者が机を介して対面
して座り，調査者の提示した条件に適していると思う

絵本を保育者に選択してもらった後，選択した理由の
聞き取りを行った。絵本は「こどものとも（福音館書
店）」の年中向きに販売されている絵本から５冊を無
作為に抽出した。調査は2006年８月に行った。

２．手続き
　まず，５冊の絵本に１番から５番までの番号をつけ

（①しごとをとりかえたおやじさん，②まめっこまめこ
とおじいさん，③のどかとそらのおもちゃ，④ふうば
あちゃんのあかいくし，⑤てつたくんのじどうしゃ），
机に並べた。そして，調査者が保育者に「これは先生
方の絵本を選択する際の基準に関する調査です。まず
５冊の絵本を読んで内容を把握してください。時間は
15分間です」と調査内容を説明し，15分間で絵本の内
容を把握してもらった。その後，「それでは，今から
こちらが質問をしますので，その条件に合うと思われ
る絵本を選択してください。同じ絵本を選択しても構
いません。では，これから５歳の子どもが一人いると
想定して読み聞かせをしていただきます」と伝えた後，
以下の２つの質問をして絵本を選択してもらった。な
お，クラス活動における読み聞かせだと，カリキュラ
ム上の制約が生じてしまうと考え，自由遊びの場面を
想定できるよう，５歳児の子ども一人を対象にして質
問した。
　質問は，第一に，『子どもに読み聞かせをしたいと
思った絵本を一つ選択してください』，第二に，『「子
どもの読解力をつけること」を考えて絵本を選択して
ください』である。そして，保育者が絵本を選択した
後，その理由を聞き取った。また，調査は30名の対象
者を15名ずつの２グループに分け，グループ別に質問
の順序を入れ替えてカウンターバランスをとった。調
査内容は対象者の了解をとり，IC レコーダーですべ
て録音した。録音した内容は調査を終えた後すべて書
きおこし，分析の資料として用いた。

Ⅲ．結果と考察

１．選択した絵本について
　まず，保育者が各質問に対して選択した絵本の違い
を調べた（図１）。その結果，どちらの質問に対しても，
③の絵本を選択した保育者が少なかった。子どもに読
み聞かせをしたい絵本は，①，②，④，⑤の絵本にほ
ぼ均等に回答が分かれたのに対して，子どもの読解力
がつくと考える絵本は，②を選択した保育者が多かっ
た。また，２つの質問に対して，同一の絵本を選択し
た保育者は２名のみであった。この結果，多くの保育者
は読み聞かせをしたい絵本と子どもの読解力がつくと
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考える絵本では異なる絵本を選択することがわかった。

２．選択した理由について
　次に，各質問に対して，保育者が絵本を選択した理
由を分析した。分析は，著者２名と本研究とかかわり
のない分析者２名の計４名で，保育者が絵本を選択した
理由をすべて小用紙に写し，その後，KJ 法の要領で
類似した回答をカテゴリーに分類した。以下，子どもに
読み聞かせをしたい絵本の選択理由と子どもの読解力
がつくと考える絵本の選択理由の分析結果を述べる。
１）子どもに読み聞かせをしたい絵本の選択理由
　保育者が述べた子どもに読み聞かせをしたい絵本の
選択理由をKJ法でカテゴリー分けした。その結果，「お
もしろくて楽しい」，「自分自身が好き」，「ストーリー
展開」，「気持ち」，「身近」，「教育的観点」，「色彩がよ
い」，「その他」の８つのカテゴリーに分類された（表
１）。
　結果，意見の多かった２つのカテゴリー（「おもし
ろくて楽しい」，「自分自身が好き」）が，子どもに読
み聞かせをしたい絵本の選択理由の中心にあった。「お
もしろくて楽しい」のカテゴリーは，子どもが楽しめ
る内容の絵本を読み聞かせしたいという理由であり，
７名が該当した。この対極には「自分自身が好き」の
カテゴリーがあった。これは，保育者自身が好きな話，
好きな絵本を読み聞かせしたいという思いであり，６
名が該当した。このように，保育者が読み聞かせをす
る際に絵本を選択する理由は，「子どもを中心に考え
るか」，「自分を中心に考えるか」，で２つに分かれる

ことが示唆された。
　絵本そのものの魅力を理由としているものには，「ス
トーリー展開」，「気持ち」，「色彩がよい」の３つのカ
テゴリーが見られた。「ストーリー展開」は，絵本全
体のストーリー性や展開の良さが５歳児に合うという
理由であった（４名が該当）。「気持ち」は，絵本の内
容が子どもの気持ちに訴えるよさを持っていることが
述べられていた（３名が該当）。「色彩がよい」では，
絵本に使用されている色彩のよさが理由に挙げられて
おり，視覚的に楽しめることが重視されたと思われる

（２名が該当）。これらを理由に挙げた保育者は絵本に
おける絵の効果や雰囲気のよさを大切にしていること
がわかる。
　子どもの生活に密着したものを選択の理由としてい
るのが，「身近」，「教育的観点」のカテゴリーである。

「身近」は絵本と実生活を結びつけて子どもの理解を
促す意図が見える（３名が該当）。また，「教育的観点」
は，仕事の大変さや多様さを理解させることを意識し
た理由となっており，やはり生活に根づいている事柄
を伝えることを意図したものといえよう（２名が該当）。

「その他」のカテゴリーは，それぞれが独立した理由
である。なかには，子どもや場面の設定によって変わ
るので選択できないという回答があり，保育の中でさ
まざまな状況に配慮して絵本を選択していることがわ
かった（２名が該当）。
２）�保育者が子どもの読解力がつくと考える絵本の選
択理由

　保育者が子どもの読解力がつくと考える絵本の選択

図１　保育者が選択した絵本
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理由は，「難解」，「長文」，「平易」，「考えさせる」，「身近」，
「その他」の６つのカテゴリーに分類された（表２）。
　「難解」のカテゴリーでは，「読み込む中で理解でき
ると思う」など，まず子どもが難しい絵本をしっかり
と読むことを重要ととらえる理由が多かった（７名が
該当）。「長文」では，物語が長いことを理由に挙げて
おり，長いものをしっかり聞くことが大切という意見
が多く見られた（６名が該当）。これら２つのカテゴ
リーが，子どもの読解力がつくと考える絵本の選択理
由の中心にあった。このように，保育者は読解力をつ

けるためには，多くの文章や言葉に触れることを重視
し，「読む」，「聞く」といったインプットを重視して
いることが示唆された。
　だが，「難解」，「長文」のカテゴリーと対立するカ
テゴリーとして，「平易」のカテゴリーも見られた（６
名が該当）。ここでは，比較的平易な文章や内容の絵
本だからこそ，子どもの理解が促進されやすいという
理由が多く，絵本を理解することを読解力ととらえて
いることが考えられる。これと同様に，子どもが絵本
を理解することを重視しているカテゴリーに，「身近」

表１　保育者が子どもに読み聞かせをしたい絵本：カテゴリーと内訳
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のカテゴリーがあった（３名が該当）。ここでも，「生活
に近い内容だから」とあるように，日常生活と関連づ
けて理解しやすい点が選択理由として挙げられていた。
また，子どもが絵本の内容を理解するまでの過程を重
視しているものに，「考えさせる」のカテゴリーが見
られた（５名が該当）。これは，「聞きながら頭の中で
反復しないと難しいから」というように，子どもの考
える力を最も意識した回答であった。「その他」は，
いずれにも属さない３つの意見が該当した。

３．選択した絵本と理由との関連について
　さらに，選択した絵本と上述で分類した選択理由の
カテゴリーとの関連についてまとめた（表３，４）。そ
の結果，「保育者が子どもに読み聞かせをしたい絵本」
では，選択理由のカテゴリーと選択した絵本の関連性
は見出せないものの，「保育者が子どもの読解力がつ
くと考える絵本」では，「長文」，「難解」，「考えさせる」
は，①，②の絵本に該当し，「平易」，「身近」は④，
⑤の絵本に偏る結果が得られた。この「長文」，「難解」
と「平易」，「身近」は絵本の選択理由において，対立
するカテゴリーでもある。つまり，保育者が考える読

表２　保育者が子どもの読解力がつくと考える絵本：カテゴリーと内訳
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解力と絵本の特徴には関連性があることが示唆された。
そこで，絵本の特徴を調べるため，各絵本のページ数，
文章数，文節数を数えたところ，ページ数に差はない
ものの，文章数，文節数には差があることがわかった

（表５）。さらに，①，②の絵本と④，⑤の絵本を比較
すると，①，②の絵本のほうが文節数が多かった。つ
まり，保育者が読解力を意識して絵本を選択する場合，
絵本の内容以外に文節数にも影響を受けることが示唆
された。

Ⅳ．総合考察

　本研究では，保育者が絵本の読み聞かせの際に選択
する絵本の選択理由を調査した。その結果，以下の３
点が明らかとなった。
　第一に，保育者における絵本の読み聞かせの動機と
読解力との関連について，保育者は読み聞かせをする
際に，子どもの読解力を意識することはほとんどない
ことが明らかとなった。「保育者が子どもに読み聞か

せをしたい絵本」と「保育者が子どもの読解力がつく
と考える絵本」における絵本の選択理由を比較すると，

「保育者が子どもに読み聞かせをしたい絵本」の選択
理由には，「ストーリーが長め」，「文字数があった」
というように読解力と関連するような理由はごく少数
であり，「保育者が子どもの読解力がつくと考える絵
本」で述べられた選択理由とほとんど重複していな
かった。さらに，「保育者が子どもに読み聞かせをし
たい絵本」では，「おもしろくて楽しい」，「自分が好き」，

「気持ち」のカテゴリーにあるように，絵本の選択に
情感を含める点が見られたが，「保育者が子どもの読
解力がつくと考える絵本」の選択理由には見られな
かった。このことから，保育者は絵本の読み聞かせに，
おもしろさ，楽しさ，また登場人物の気持ちになるな
ど，子どもの情動面への意識が強くあるため，日常の
読み聞かせの中で子どもの読解力を意識することは少
ないことが明らかとなった。秋田・無藤（1996）は，
幼児への読み聞かせに対する母親の考えと行動を調査
している。その結果，読み聞かせの方法には，子ども

表３　保育者が子どもに読み聞かせをしたい絵本のカテゴリーと選択した絵本の内訳

表４　保育者が子どもの読解力がつくと考える絵本のカテゴリーと選択した絵本の内訳
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との話し合いや内容の説明を重視する「会話型」と，
読めるところは子どもに読ませたり，一人で読めるよ
う読み方を教えたりする「一人読み促進型」の２タイ
プの方法があることを述べている。そして，読み聞か
せの意義として，「文字・知識習得」を重視している
母親は，「一人読み促進型」の行動を取りやすいこと
を明らかにしている。本研究においても，読解力をつ
けさせるという条件下では，保育者の絵本選択に情動
的なやりとりが感じられなかった点で母親の意識と合
致することが示唆された。
　第二に，絵本の特徴に関連して，「保育者が子ども
に読み聞かせをしたい絵本」では，「色彩」のカテゴリー
にあるように，絵本における絵の要素に関連する理由
がいくつか見られたのに対して，「保育者が子どもの
読解力がつくと考える絵本」には少なかった。また，
文節の多い文字の要素が強く表れている絵本のほう
が，「保育者が子どもの読解力がつくと考える絵本」
において選択数が多かった。PISA における読解力に
は，図やグラフなどデータを視覚的に表現したものの
読解も含まれている。絵本において，絵は読者に対し
て視覚的に情報を伝える。このような絵本における絵
の持つ意味や重要性は，「保育者が子どもの読解力が
つくと考える絵本」の選択理由としてあがらなかっ
た。すなわち，保育者の考える読解力には，絵の要素

から子どもが情報を読み取る力についてはあまり意識
されていないことが示唆された。
　最後に，保育者の考える読解力と読解力向上プログ
ラムにみる読解力との違いが明らかとなった。保育者
が子どもの読解力がつくと考える絵本の選択理由と選
択した絵本の特徴を見ると，保育者の考える読解力が
３パターンになることが示唆される。まず，一番多く
見られたのは，文章が多い絵本（①，②）を選択し，
選択の理由として「難解」，「長文」といった子どもが
絵本を読むことや聞くことを重視している保育者で
あった。これは，読解の「読」を読解力の中心と考え
る「読」重視型といえる。次に，文章はさほど多くな
い絵本（④，⑤）を選択し，選択理由として「平易」，

「身近」という子どもが理解することを重視している
保育者は，読解の「解」を読解力の中心と考える「解」
重視型といえる。そして，選択理由として，「考えさ
せる」を挙げた保育者は上記２つの中間にあたる思考
重視型と考えられる。これら３つのパターンは独立し
ているものではなく，以下の図のように連続性がある
ととらえられる（図２）。つまり，読解には絵本を，「読
む」「聞く」ことに始まり，考えた後，理解につなが
るという連続性である。
　この保育者が考える読解力はすべて子どものイン
プットに関連しているという特徴がある。しかし，読

表５　絵本の特徴
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解力向上プログラムで示される読解力は従来のものと
違い，書くことや自分の意見を述べることなどのアウ
トプットも含まれる。すなわち，読解力は「理解する」
ことの先にある，「書く」「述べる」といった表現力も
考慮されなければならない。この点において，保育者
が考える読解力は，学童期以降の読解力向上プログラ
ムで示される読解力と異なるといえる。今後，学童期
以降への接続が考慮されるならば，絵本の読み聞かせ
の目的も含めた保育における読み聞かせのあり方につ
いて検討が必要になろう。
　本研究の今後の課題としては，次の２点が挙げられ
る。第一に，本研究では絵本を読み聞かせるときの保
育者の意識を明らかにしたが，実際の読み聞かせの方
法については検討していない。保育者の読み聞かせに
対する意識と行動の関係を明らかにしなければならな
い。これには，丹念な観察による質的データの蓄積が
必要になるだろう。これに関連して，第二に，読み聞
かせの方法とアウトプットも含めた子どもの読解力の
向上との関連を明らかにすることが課題であるといえ
る。読解力向上プログラムで示されたアウトプットも
含む読解力の向上には，保育者とのやりとりの多い「会
話型」（秋田ら，1996）の読み聞かせが有効であると
思われる。絵本を媒介にした保育者とのやりとりの有
無が子どもにどのような影響を与えるのか，これまで
の知見に加えて小学校への接続も意識した形でのアウ
トプットの特徴も明らかにする必要がある。
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図２　読解過程と保育者が絵本に期待するパターン


